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ま　　　え　　が

わが国の織布業は輸出産業として,又豊かを国民衣料の供給者として極

めて重要を役割を背負ってし-lるが,中小･零細企業の乱立のため,事業,Jj

収益性を低下させ生産だ三桁や商品開写己,JT)立遅れをもたらし.若年三労働者L,,7)

不足等構造的な喜弓点を内蔵しており,且つ資本自由化や低開発国の影掌等

その環堤比き;,Ly･しまを7j口jLて来ましたC　かかるとき政府とLても国際競争

力を培志し蔵布業を慢性的妾不況から脱出せしめるた巌,強力告故纏産業

構造改窒対窯が重要委政策としてと　りあげ｡lれ,早急に実施されJ:うとし

てしハる｡

こr)ようをとき当.所は,県勢振興施策に疾し1,産l机　品種J:つ特殊性を考

慮して,積極的i,'=産地中小企業の試験室的役割をはたすべくキメ縛かLr弓支

術指導(,r全力を尽して乗ました｡

即ち業界全泳･3,r)技術人草を向上せしめるため依頼試験技術相淡,実地指

導,講習会等を実施し,叉新技術の開発所管指導や末端業界まで新技術を

普及するためしつ｢指導所だ上　り｣を発行する等対策を講じて来せした｡

一方試験研究指導施設(73拡充強化を躍るた姓国庫補助を得て｢麻織物の

品質改善｣ ,:て必要な諸設備を充実すると共に本県の地理的条件から蒋島地

方の企業振興を囲るため,技術指導i/'E必要を庁舎の埋設た行そレ｣,指導体

制lT'超克を行そうことが出来ましたo

これらは僻に関係各位Lh)御支援･御協力C･T)眼も7-:と深謝rJ･意を責しますo

以下唱和4 1年度当所が実施してきた業務:r-,碍要をLJf-t録して宝苦し,午

後,i)御指導を/13-i,･jIBL,-bする次第であi)ます｡

唱和42年4　月1日

豪華県敏捷工業指導所長

今　井　信　次　郡



Ⅰ　試　験　研　究に関する事項

I-1

綿糸の真空浸透機利用による

糊付及び撚留効果について

担当　技師　　中　　川　　　　暫

1.日　　　的

綿クレープに於いては風合等の関係から糊剤による撚留方法が従来より賞用されて来たo然

し糊付を行なう前には必ず精練工程( 1 Do℃ 15分煮沸)が必要とされ,昨今の人手不足に加

えて経費の増大の中で諸工程の簡素化が叫ばれている折から精練工程の省略を行ない,経費の

節減及び能率向上を計る意味l,=於いて,真空浸透機を利用し糊付及び撚糸を行ない,その挺留

効果と同時に実際に試織し,各工程に於いて従来法との差異をみきわめる事を主な目的として

研究した∩

2.内　　　容

♂)試験材料

原　糸
L1∴∴　　　　Lll

/　/
SJ U.JnU nU

4　　5糸　糸純　綿 (試織用縫糸)

(糊付撚糸用)

糊　剤

抑　小委澱粉　(5%, 4%, 5%)

(ロ)コンスターチ(5%, 4%, 5%)

レ→　P.V.A. GL O5及び　♯58 (2%)

巨) C.Af.C　　　　　　　(0.1%)

帥　ソルダイン　　　　　　　(4%)

油　剤

工業用ヘッド　　　(糊剤の10%)

b)試験方法

原糸の形であるチーズを紀揚げし,そのまま糊液を満たした浸透機に入れ減圧し,糊の浸

透を計った後,下管に巻き撚糸頼lz=供給し施撚するo

糊煮温度及時間

′ト麦殿粉及びコンスターチ　　　75℃　　　20min

糊付工程

紀糸約109を糊液500∝申(ビーカー1 i) )に入れ真空浸透機により70-72 cdlg

に二回に分けて減圧した｡ (当初の糊液温度は50℃ )
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搾取,下管巻=程

浸透機より預り出した糸を軽く絞り木枠に巻坂ってから下管巻に供給し,巻き上がった

糸はもとの糊液中に浸しておいた｡

施擦工程

抑　使用撚糸機

改良型長谷式撚糸機(湿撚方式)

(ロ)搾　　　数

1 0007/n･i Z　1 2口OT^IT. Z　1400T/Tn Z

(但し試織分50S/l綿糸のみ^'400T/mlr=限定)

=　回　転　数(スピンドル)

約　700D r'.p.m

F)額　重　畳

4匁　　　　　　　1個

燃留率測定器及び測定

抑　試料調整

撚上がり試料を恒温･湿( 2C℃. 65% )重で24時間以上放置

(ロ)測定回数

各試料毎　　　　　　　2 0回

t',ヾ　撚上ボビンより引出したままを測定する場合と緯管に巻いてから(宇野式ノンタッチ

)測定するものの二つに分けた｡

巨)測　定　器

仏1　　　　　　　　　(C)　　　　　　　　　　　田)

J_-I.IIIJ-IJ----JI-----

( 100mg)

i'　.L

■-

定試料長(AJ-(臥-･･･(50cm)の中央にWなる　i I J一

重唾を下げ(B臆をLAj点に近づけWが回転を始め

たときの仙一卸間の岸巨離及び仏1点に03),魚を接し

たとき糸が回転(撚戻り)した数を測定比較す

る｡

｣

.A

試織.織物規格及び工程

抑　規　　　格

仙　使用原糸　経　40S/1綿糸　緯　50S/1綿糸

Oi)密　度　経　25･6*/m　　(605/Rl)

緯　21.7本/cm　　( 55秀句)

(C)通　し巾　　96.6cm

の)織　下巾　　46cm (片巾)

C)仕上巾　　55m(片巾)

(ロ)糊剤及糊付方法

経　糸　(殿　粉(小安)

l　ソ/レダイン

(片巾48.5m )

P. Ⅴ. A(GL(15)

ヘ　ッ　ド

緯　　糸　I曙　　粉(小麦)

し　へ　_,ド

2.5%

2　%

1.5%

0.6%

4.5%

0.5%

原糸(チーズ)を2紀,紀上げし,片方を1DO℃15分間煮沸し乾燥する｡他方は,

糊4.5%,へ,ド0.5%の糊液を作り( 5e ) 2等分し,小型/けツに分け入れ未精練

糸を入れた方の糊液を50℃に冷ましてから浸透槻により70-72の蕗Ⅰ?宮で2回減圧し

たo (煮糊温度及時間は75℃　20分煮沸)精締糸は従来法で行ない木枠に巻き取っ

た｡

レヾ　下管巻及び施捧(精練糸,未精錬共　共通)

撚　糸　樺　　　　　　　改良長谷式匝撚梯

療　重　量　　　　　　　5匁　　1個

回　転　数(スピンド′レク　7000r.p.m

株　　数　　　　　140DT/mz

水　　　量　　　　　　　少々多し

仁)製織及び準備

撚上がったアルミ管(伊大利式搾糸機と共通)から,宇野式ノングッチ管巻機で巻き

取り.緯入れに供した｡

織機は津田的絹織機(両6丁ドピー開口)を単丁梓使用で製織したo

㈹　仕上方法　(渡しは仕上)

(検反-毛焼-相接-精練一第-漂白-　シ′レケ･,ト　-第二霞白-蟹光増

白　ー糊付巾出乾燥)

5.試験結果

♂)糊剤別透浸性その他
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概して樹濃度の高いものは低いものに比べると,その浸透度は悪く,同港度においても糊

化状態によっても浸透性は異なってくるo

即ち,摂紛質糸糊剤に於いては完全糊化したものより半糊化状態のものの方が空気の置換

が容易であると考えられる｡叉糊乾の温度も大体50℃前後が最適であると考えられるが,

糊剤の種類によっても異なるので一概には断言出来ないo

なお使用浸透機には加･保温装置がないため当初は5D℃で糊付を姶めても時間の経準に

ょり著しく温度が低下する｡又真空中に於ける艶魚の関係から50℃以上での糊付も事実上

は不可能と考えられる｡

州　′ト安及コンスターチ使用の場合

いずれも他の糊剤と比較して浸透性は優秀であったが,完全な内部への浸透であるかほ

疑問であるo何故なら･職粉粒子が他の糊剤に比して粗いこと,その上,半糊化状態であ

るため水分のみが浸透する危険性が考えられるからであるo

弼温度に余り関係なく,比較的薄い濃度の糊牧に於いては.その浸透は速やかであるo

′ト安曙粉の場合,添度を5% (半糊化)に上げたもので実験したが,緒の表面に樹被膜

が出来てしまい70-75mHタまで減圧しても緒内部(糸居間)への浸透がなされていな

いo勿静,半開化でこの状鋲であるから.完全糊化牧では浸透が困難であることは言う迄

もないo以上の点から,半開化弼牧を使用する場合7浸透性という観点から適性強度4%

(煮沸温度72～5℃20分)完全糊化2%が適当と考えられるロ
｣⊥

何　P.Ⅴ.丸文はC,Rq:. C及同系糊剤使用の場合, P. V. ÅについてはGL一口5及758　を

実験に供した濃度が2%であり,これに関する限りに於いては,その浸透性もよく特に問

題とする点はないが多少濃度を上げた方がよいと考えられるo

糊剤の値段も勘案せねばならないが大体5-4%迄は上げられよう｡然し乍ら前述のよ

うにP. Ⅴ. A C.班. C共′ト麦碍粉の完全開化したものと同様の考え方が出来るため,最

高限度は4%迄とした方が有数であろう｡ C.肌Cに於いては0.1%で実験した結果撚留

効果は得られなかったので.これもD.5-a4彪迄引き上げた方が好結果が得られようo

M　ソ/1'ダイン使用の場合

実験では4 %液を使用したが浸透機使用では全然浸透がみられず4回目(通常減圧回数

の2倍)で約80%位しか浸透が見受けられなかった｡

実際に使用する場合は附着,浸透性からみて実用に供せるかは疑問であり一考を要するo

以上は実際に各糊剤及濃度別で実験した結果の所見であるが･それぞれ糊剤を単独で使用

するのでなく.各糊剤の特性を活用して浸透性を増す意味から,露粉7 : P.Ⅴ. A5の割合

で4 %軽度の殿粉半開化液を使用するのが好結果を得ることが出来ると考えられる〔

a)糊剤別撚留効果

撚留効果とは数値で表わし得るものでなく,零は製織.綴阻及準備工程の作業の容易さを

助けるためのものであり,後に於いては製品仕上がりの良否を決めるポイントになるが,撚

4

りがどの程度留まったかを決定,若しくは判定するのは,多く経験にたより,又は実際に試

織なりを行なって結果判断をする場合が多かった｡簡単な技法としては両手に拡げた糸を寄

せて留り具合をみるに過ぎなかった｡

そこで･もう少し具体的に統一した比較を行ない,製織及び準備に対する連,不適を決め

ることが必要で,その点考慮して測定を行なった｡

実際に測定する場合,糊の附青畳,浸透度,番手班,混紡斑(混紡糸の場合)等から生じ

る撚斑の原因から撚留率が多く変動し,その平均値をとって撚留効果は充分であると早合点

出来ない場合が多い｡即ち,撚留効果が完全であると言うことは,払戻り数の最高値が製織

若しくは準備=程中の安全範囲内になければならないことで測定回数2 Dx5Dcwz- 6 7n･の内

に危険値が1個所あれば如何に平均値が安全範囲内にあるといってち,拙留効果がないと判

定しなければならないD

精練糸,兼帯練糸(浸透梯利用)を問わず油剤を加えたものの方が加えないものに比較し

て撚留効果が小さいことが判明した｡又巻上ボビンから直接引出したものより捧管に巻きy

ヤ･y Hレに装てんし･シャツHL'アイより引出した方が撚留効果は大きくなった.

精練糊付と浸透機糊付との比較に於いては,精練糸に糊付したものの方がその効果が大き

いことはいなめないが浸透椀使用の場合も通常言われる〝もり〟が入る危険撚戻数倍(大体

3Dc7n間で18-2DcwLの所で撚戻り始め,戻った回数が15-15回を上廻る数値)にはなら

ない,魚から安全で,浸透披使用の実用性は充分考えられるo

撚回数別にみた捧留率については,糊剤,温度,油剤等に関わらず撚数の少なるものが良

いとは言い得ず,バラツキが多く,信頼性の乏しい結果となった｡これは原糸の番手斑,糊

の附着斑,撚臥郷党回数,謝定誤差等原因が考えられる｡

C)試織各工程

精練糸と浸透穐使用した場合を比較してみると,糊付工程で持横糸は紀内部への糊の浸透

が速やかなのに反し,浸透棟では充分に組の内部へ朝が浸透し難い欠点が生じた｡然し木枠

に巻取る段階で内部糸屑に含まれた糊分が糸層の表面に浮き上がるため,ある経度糊分布が

均化されると共に浸透を助ける株に思われた｡

45%の糊濃度にしたことも多少関係して浸透が悪かった様であるa

下管巻に於いて浸透枚使用のものの糸切れが度々みられたが,糊付後の脱水( 20 0% )-那

不充分で木枠に巻いたとき表面に糊の層が出来,糸が邪魔をされ切断回数が増した様である.

叉,撚糸工程中に多少糸切れが両者共同程度見受けられたが,水量の調整が恵かったことが

最大原因で,糊付方法による原因と考えられるものは両者を通じ一度もなかったo

製織に於いては, -yヤ･,トeJZ,(絹織機)その他が綿織機でない点疑問は残るが,アルミ管

(伊大利式撚糸機共有)から引出し･宇野式ノンダッチ管巻で緯管を巻き,緯入れを行なっ

た○

単丁秤使用もあったが,織込み(つれこみ)は一度もなく緯切れは,両者を通じ一度も見
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:ト

J受けられなかった｡

仕上げは.両者を連結するよF),つなぎ合わせ同じ秦件下で行なった｡しぼの立ち方,膜,

日fi三共,大差のないもC')と見事十られるこ.

ノ八)

I -2

クレープの消費科学的

性能(,EつL/1て

担当　技師　　前　　川　　孝　　次

1.日　　　的

古くから世人に親しまれているクレーでは,片柊の強鍵糸を緯糸に打込み.製織後加=によ

って布面に不規則なシポを出すものと.揚抑型什ロールによって縦方向に組線のシポを出すも

oノとの二通りあるo何れJIU素材は鮪糸や麻糸を偵-Jたも(I)か大部分で,すぐれた涼感と,衛生

的機能によって男子もの肌着として販路は拡大されてきた｡

県下高鳥郡一円に生産される鯛クV-ブもここ攻年来艶伏な発展を示して来たか,他産地C)

幽三や,経塔界の低迷によって,経営の深刻化か日立lてきた｡

品質の向上は-E3も忽にできなし･が他面新胤台の開発･新製品の創作に努力せねばならない

現状にある.当所においては,こういった状勢を-勘案し数点のクt/17()を試放し産地において

発案した机　これらの持つ物理的性質.衛生的機能等を測定し,消費科学的立場より検討した｡

2.内　　　容

α)試　　　料

第　1　蓑

番号経糸綿糸 ��y�B�

1綿糸4■Oyl綿糸5○:1/1ウ-リ-ナイロン73D引挿 兌ﾙ�B�

2=芸.器芸≡oos,,I.1慧二言,這To:;ン70,DDuC完, ��

4同綿糸50S12〇UVf(iTJ+5C)3/1ネップ糸 兌ﾙ�B�

5同テトロン,綿混紡糸19口餌二Z ��ﾉ�B�

6同綿糸505/119rmh.Z 兌ﾙ�B�

b)試験項目

(I:,着心地　　　　布の暇,しなやかさ,重畳感(比重)

吃ノ　機械的性質　　強伸度,耐摩擦性

③　形態的安定性　弾性,防縮性, 7oリーツ性

の　衛生的機能　　空気透過性.吸湿性,防汚性

(亘)疲労性　　　　引娠回復性,紫外線疲労性

5.結　　　　果

の　着　心　地 第　2　蓑

男~目番号125456 

重さ#/1〔雌1.ー080.850.971.7Ll1.04口.99 

厚さ×10-1抑8.646.44'4.979.45こ8.974.94 

剛軟度経45,655.4:59.945_6二29.757.1 

lLLy緯10.26.959.2818.520.216.7 



布の厚さ･重畳･剛軟度の測定結果は第2表の通りであるo

重畳と布厚さは比例し,布の厚いものは重く,庇う･Jra6のように練糸に綿糸のみを用い

た物が非常に浮く着用感は快適と考えられるo叉緯糸に綿のみでもネップ糸の如きものは,

布の厚さを増し,重圧感を与えて,肌着としては涼感を失なう恐れがあるので,夏物として

はjti.2のように重量の軽いものがよいのではなかろうかo

剛軟度は総体的に経方向が硬く,緯方向が軟かい結果がでたが,肌着以外のいわゆるアウ

トウェアーとして用いる場合,ドV-プ性が問題となる8縫製加=晶が身体に密着し,見た

目に感じのよい5,7レエットを作るためには,剛軟度の経緯の差が少なく,腰があって曲げの

よいものが良好であるoこれらの点を考えるとJf3.5のようなものがアウトウェアーとして最
∫

適のものといえる｡何れにしても緯糸の使用方法によって静b地に大きく影響するものであ

るo

⑦　横根的性質

強伸度･引裂強力･摩耗強力の測定結果は第5表の通りであるo

機械的性能第5蓑 

試料 仄ﾙ|ﾘ､�������ﾉ7３���Hｺﾙ|ﾓ��仭ﾈｼ栄�mX��?�[ﾙlｩh�mR�
wP::Wt 刪�.｢ wp言wt 儻_P 埠��里巳_ 緬:��ﾅ菠�ｵ�ﾕ����

1 澱綯�5.15 ���cr���套���950 蔦S#R�129ロト28.0 '小一l-,A,I.-.~~■-`~ 

2 途��r�2.96 免ﾂ綯�｢有r866 �1060 �#湯�_空旦LLj_壁___.. 

5 4 澱縱R�･5.9 ��V鼎����塔��� �#コ�125;12.0 -●-.一一でI--L-ー 

7.06 苓辺R�2.1.5.75.0 �1D〔)0 ������565 鉄s��ゥB�ﾒﾘ耳耳�ﾘ耳耳耳耳��ﾒﾂ�

5 澱綯ﾓr�5.15 ��R綯�~78.6 ��Sc��225.0 鼎s��519…49.0 -+----- 

6 �(���������蒔R������鶻���爾�r貳ﾂ�5.71 �#�絣�545 都x+z#S���鉄���516:15.0 

経糸は原料･番手･密度･織上巾･仕上巾等すべて同条件で,韓糸のみ変化をもたしてい

るので.強力については大差が見られないo

Ai 1 , Ai2ともに緯糸は同じであるが,後者は二越しになっているので･強力･伸度に大

きな開きがでているoしかも強力と伸度が反比例しているのが特徴であるo戚5とJra6ほ厚

さ･重さ一強力においてほとんど同じであるが,前者は1005/2の綿糸と50S/1の綿糸の避

樵を=越しで織ってあるので外観が変化している. Jra5はテトロン混紡糸を使風しているが

組織が袋耗となっているため.一部の糸に経緯の交錯点がな･く,強力の増加は望めないo引

裂強力を見てみると,合成織維紡晶は上昇しているo摩耗強力も大体同様の傾向をたどっ

てt.､るが,平面摩耗の場合布類の厚さに影響されるので,ネダフo糸のように糸の直径の太い

ものを用いた場合は耐摩耗性は向上するo

㊥　形態的安定性

着用時に形くずれの問題がしばしばおこるが,これは麻布の伸張回復性･洗濯収縮性の優

劣に起用する場合が多い｡測定結果は第4蓑の通りである｡

給体的に合織糸使いのものは,形体的安定性がよく天然繊維にみられない持味があるo L

8

かしJra 5のテい,ン握紡糸使いのもの机洗濯収縮率の高いのは織物組織の関係で,経緯糸

の交錯点が少なく緯糸の収縮エネJt,ギ-が大きく働いたものと考えるo形態的安定性につい

てのみ考えた場合† '緯糸に合耗混紡糸を使用することは,好結果を斎す要因となるo

形態安定性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　4　表

i伸長弾性8% 冓防しわ性%:水収縮率%… 劔洗濯収縮率% 刪ｳ縮弾性% 

至wp;wt ⊥-..I 劍�8u��5��'wt 埠��≡w上 埠��Wt �8�zcｨ��Yﾉzb�

LL__jiJ 2!47 僮 l I t J 劒"�"��｣#偵��釘���28.0 ��ﾊ迭�;48.0 

1.5 ��R絣�5.ラ ��剃�#�絣�鉄%�ｲ�
ー-三十首 劔�%��50.5 迭���54.D:ll.0 �45.5. 

4 鼎��50 ���S偵���C����都����40.0 ��#RsC%����#"���442 

5 鉄R�50 鉄偵��47.5;25 �40.5 塔R紊SR��#�絣�50.5 

6 鉄S｣Cr絣�撞SB紕�59.0;.2_5 �56.5 迭綛�3C�絣���R纈�46.5. 

㊤　衛生的機能

クV-プを肌着として使用する場合,特にこの機官財;重要祝される｡すなわち通気性･透

湿性･保温性等,着心地を左右する因子が多いo又着用時の感情を支配する｡汚染度･洗張

効果等を比較したのが第5蓑である｡

衛生的棟能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　5　表

試料 ���Y7��1回洗確性▲2回洗噸性 剪ﾊ気.性呈透湿性 

1 都�綯R�26.0%主5_2_0% �1研一5R4% -｣ 

2 都��"�51,0 鉄r紕�180.4 鼎偵��

5 都%��58.5 鼎�縒�286_2 鉄�繧�

4 ��sR綯�57.8 田%��221.5 鉄B�"�

5 佛ﾃsR綯�54.7 鼎B纈�400以上 鼎r胄�

6 都�綯�55.4 ��r篥R�221.5 鉄����

通気性とは繊維および経緯糸相互間の間隙によって布の内外の空気がどの程度流通するか

を数値的に表わしたもので,保温性･涼感性に大きく影響するものであるoノ払5が最も大き

くJW. 1 ･ノ佑2-が少なくなっている机　これはクーT)-ナイロンの持つ嵩高性と仕上げによる

収縮(･TLよって布密度が過密化されたのが原因でなかろうかと推察される｡叉彪5は交観点の

少ないことが韓糸の収精を助叶布自体が嵩高くなったことが通気性を少なくした原田であるo

透湿性とは人体の発汗作用によって布内郷の空気湿度が高まるがこれを外部に透過させる性

質をいい,繊維自体の吸湿性に大きく左右されるものである｡テトロンの如き疎水性繊維を

用いたものは少ない値を示し,着用者には不快感を与える｡叉綿糸においてもクレープoのよ

うに強撚糸を与えたものは毛細管現象が緩慢となって吸湿性が少なく透湿性も低下し七くる

ものであるo汚染度とは人体の発汗と同時におこる分泌物の蓄積ならびに大気中の塵境の付

着によって,いわゆる被服の汚れが生じるが,この程度の差を表わしたものであるo試験と

しては条件を一定にする必要があるので,カーボンブラック･牛脂･流動パラピy･四塩化
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尿素を混合して人工汚染液を作り,付着の程度を測定したo衛生的産能の面から言えば汚染

度の高いもの程衛生的とされている｡合繊糸使いのものは汚染度比較的少なく肌清としては

一考を要する｡洗酸性とは汚染された布が洗濯によって,ど0)程度汚物が除去されるかを測

定した数値であるC　これは消費科学的にみて重要な突榔勺性能で,汚水脱落の難易は織物の

疲労性にも大きな影響を与えるものであるoノ16.2は1回C)洗濯によ-=･て5 0免以上の洗礁性

を示したか.他のものは相体的に悪い｡こかも2回洗擢すれば,舶4のようにネノフ~糸使用

布のように,かなrl上昇するものもあり,概して汚物の表面に付着しているもU)がそEr)傾向

か強い,.強撚糸のJ:うに病中で収縮をおこすもLr)は･表面にJlいた汚物7);糸内に巻き込まれ

洗濯にJ:って脱落しかたくなると推察さ1-Lる,

指､疲　労　性

被月別ますべて窟Fijすることによって,不規則な引張り,圧縮･折り曲げ等機械的変形が繰

り返され,洗濯によって更に倍加されるものである｡これらの応力と否によって繊維自体の

疲労をう叶,衣服の滞汚れや切断の現象が現われるC　これらの疲労性をみるために5%伸張

を10〔i同.　2OCJ回繰り返した場合(T)疲労性をその切断仕事箆として,頃布と比較した0)

が第6表であるo又紫外線照射による礁力低下の)交合も併せ桝定し附記してある.

合成敢椎を使用したもの.しないものの相違はあ.?ても仕事畳の低下は免れないo　しかし

ながら合鞄糸使用のもC')は低下率,がJ少ないことは事案であるo

嘩　労　性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　6　蓑

原　　　　布

5%伸長
100回繰返し

甲P Wt WP Wt

6　　　5　0　　1 5　　　2　9

6　　1 7

5　　1 6　　　2

5　■　2

i　5　' 2 1

6　　　2 1　　15.8

5勉伸長　　　　フェートシーター20時

2〔)ロ回繰返し　　　　照　　射

wp wt　　玩′p wt

1 5　　　2　8　　　1 4

5　　1 7　　1 0　　1 6

つ′】

5…2　11一-【2

I I

-　　　一

2 1

1 8

2 〔!

1 2

9　　　1 8

1 5　　1 5

1 2　　1 8

1 8　　1 2

2　(/-1　　　1-

ー　　つ.∫ C1.ー　　(∠

5　7.7　8　′0　∩J2Tl】-一1　2　1

拝　各単位　hpc7n/#

7ウトウエ7-として使用した場合,日光曝露による強力低下を附記したが,若干低下し

ていることが判る｡

nU

. ([3-

I-5

1.日　　　的

厚織にかける経糸張力と無芯管巻機の

使用が製品々質に及ぼす影響について

担当
技　師　　堀　　井　　利　　男

技師補　鹿　敬　老　寿

高鳥地方は重布の産地であり,中ても厚抱の生産が最も多く主に工業用資材(伝導伺ベルト.

建築用等)として広く使用されている｡今回は生産畳の比較的多い厚織55 Bについて,製織

条件及び無芯菅巻を使印した時の織物品質に及はす影軍について榎々試験を行なったC

犀箱を伝導鞘べ/レトとして使用する場合J)問題集は.コ･Lを綿布に摺り込んで,数枚を重ね

合わせ,ベノレトとするものである｡従って,布の横暇な屯け77);華来されるとともに,伸度もコ

ムとの均斉のとれたものでなくてはならないo叉･ Ⅴベルトのよ'-)に.表面に被諺するもq)に

つし､ては,曲げに対して耐えるものでなくてはならない｡これらの条件を満足させる原布を生

産するには,製織と布の強伸度との関係を究明することにした｡

2.内容と結果

rl)原　　　糸

原糸強仲贋は驚材用として用いる場合,特に重要な岡子となる｡紡蹟会社においては価格

の変動によって多少原綿をスライドされることも考えられるが.ゴム幣材メーカーとすれば.

不況であれば,織尾に,益々品質をきびしく要求してくるo従って品質の不安窪な糸ならば

製品の品質が低下することは必然的である｡常に安定した糸の供給が行なわれるよう紡績会

社の方へ協力を要請するとともに原糸の品質管理のための受入検査を充分に行ない,一定規

格に達しない糸は使用しないようにすれば,品質の向上は'5･なり期待できるものと考えられ

る｡

過去5ヶ年の20/l原糸酬申度(綿糸)の統計では･初め2ヶ年は,極端に強力の少ない

ものがかなりみられるが,最近は遂時安定してきているようである｡しかし,強力は満足の

域に達しているが糸がやや太くなってきている傾向にあることを見逃してほならなし､o以上

のよう‡∈原糸の管理においては.あらゆる繭で今後も受入検査を充分に行なう必要がある｡

(2)準備工程

琴織の強伸碇が左右される第2の岡子として,準備=程があるC特に,軽経作業中r_おい

て糸に与える張力の変化は製織時において張力斑となって現われてくる｡すなわち,整経時

における張力が平均張力とならないときは.ビームの表面'J);凹凸状態となり.面が-両線に

ならな1 ､から,張力の頗弱によって巻かjlていると糸長に変化をきたし,これが,織物にな

ってからの強伸度に大きな影響を及ぼす.従って,篭絡作等においては,張力斑を生じさせ

ないようにクリーJレとドラムとの間隔,クリールと中筏との間隔等について細心の任意をは

らうことか必要である｡

ここに　　To .'糸張力
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〉 劔劔劒Y�x�Ｓ��⑤��ｸ��+%�� 剿�ﾉ和され.張力の′くランスがとれて伸度が出ると考えられるT,i 
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◎　経糸張力と打込数の変化について(図2 )

打込数拭,経糸張力変化によって,チェ

y S,'歯皐の相当本数とはならない場合があ

るoこのようなことが起きると.布強伸度

糸畳等に影響を及ぼし,規格に外れる危険

もありうるので充分に荘意を要する｡

温湿度の詞盤が出来ていない工場は,特

に湿度の変化によってウエートを調整する

が,そのような場合は,密度を測定して･

規格に合っているか否かを確認する必要が

ある｡

◎　経糸張力と紙上巾および弓脚草度との関係

について(図5 )

者の図のように,経糸張力が強くなれば,

大　　中　　小

図5　経張力と織上巾及び弧形度との関係

織上巾は狭くなり.連に弧形度が増加する｡

通巾が一定で.緯糸を打ち込んだ後に織物の巾が狭くなれは弧形度が増加することはあきら

かである○

◎　バックレス†の上･下による伸度について(図4)

′ミックt/ストを上げることによって†経糸の上糸と下糸との張力差が大きくなり,伸度が

不足する結果となるo

図4　バYクVストの上･下による
伸度について

強力紺10　　20　　50　　4D　　50　　60

図5　有芯管と無芯管による紙上巾の比較

ク �8��ス 

15G.1-751.0 編�

150.1.-150.5 ��

129.6-15D.0 ��

129.1-129.5 ��
ll 

128.6-129.0 ��

1281-128.5 ��

⑤　その他の問題点

耳部布強仲度低下の問題点として考えられることは.織物整耗時において,温湿度の差が

はなはだしい時,織機を長時間停止する場合,耳部の強伸度が不良となる場合があるので,

注意してほしい. (この間題のテストおよび防止法については,研究中であるo)

(4)無芯管と有芯管について

厚織における織機持台数は2-4台で,この持台数をあげることがコストダウンにむすぴつ

14
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いてくるo持台数をあげるには,織酸の自動化と,管巻畳を多くすることにあるo

最近,コッ7oくずれの少ない無芯管巻機が開発されたので,これを調査研究した｡

①　管巻畳が有芯にくらべて1.8-2倍近くまで巻けるため,製織能率が増加し,持台数も増加

する｡

◎　無芯管を使用した場合,織上巾力主均一して15e

くる｡ (図5)

三二- I-- __ -:_㍗:iIt-'::=三三;:I_==/-=一三

はトyグに糸が巻きつくため,糸畳の減少に　　図6　無芯管と有芯管の張力について

従い,抵抗は増してくるo (図6)

この図は,シ･"ト′L,を固定し,糸速70Dm/mi71で解昏してその張力を自記記録し,有芯

と無芯との比較をしたo Lかし,実際は, 1ピァク毎にyヤツト/レが停止しているのと,そ

の際に起こる,糸のゆるみ等を考えると,上図のようにはならないと考えられる｡

④　管巻後の緯糸は.やや偏平になるが,敢伸度には影響ない｡

⑤　管巻後の糸強力は,あまり差異が認められないD (図7 )

図7　　強伸度ヒ　スト　グラ　ム

堅綿無蓋カNarn綿雲伸度

204

棉
育
芯
蘇
力

2 9(5

棉
有
芯
伸
皮

クラス 
･950.5-lee;-0.5~~ 庖V椎｢ﾅw"Rﾇ�鈑B�
lD50.5-115D.5 ��

1150.5-125D.5 

1250.5-1550.5 停ﾆﾖ･sｦ�ｲ2ｲｲｲｲｴ､ﾗ&ﾔﾕⅢ調ｲｴ�ｲｴﾗ�置rｲｴ慰�ﾔﾇRvﾖﾂv�$ｦﾄ�Фrｲｴﾕw"ｲｲｳs��

1550.5-1450.5 要f｢ｲｲｲｳ�Uxｷ(ﾍ�$箸�

平均1 245.691

このヒストグラムを見ると,有芯も無芯もあまり′くラツキがないo　しかし有芯の伸度がや

や悪い結果となっている｡その他は正規分布の形で理想的である｡

15

⊂i

I..　　JW.　　　　　　'..　　　　　　　.､し一　　　亡　　　　　　　　　妻tlT喜r

腰HH川州

川LJ. ･&.･･･-i･-･卜･;･. ･- I.i



r　-4
稼働分析に　よ　る

織物工場改善の研究

担当　支所主任　西　村　善･夫

1.日　　　的

織擬の稼働を向上さすため織枕と作業者の稼働状況を調べ作業者1人当たりの持台数が適正

であるか｡

作業者にムダな動きがないかを検討し作業改善の宇がかりを得るとともに

織機の停止状況を原因別に調べ技術改善の指標を求める0

2.織物工場稼働分析の実例

α)観測した織物コ=場の概要

ィ.設　備

織機の種痛と台数

豊田式普通織機　単丁梓

原田式普通織機　単丁野

計

台　台　台
nU nU nU

2　4　.0巾　巾n n
●　一一　　　　■1

70　　4

5　　5

伝動方法　　　　ベル†掛

織機の配置　　　別紙2図(観測巡回経路図参照)

ロ.生産品

製品名　麻V-ヨン混紡芯地

規　格　箱上巾および長さ　　29_5inx60771

密　度

′､.作業者

5年以上経験者

2 -5年経験者

1年未満経験者

計

タテ22-51本/in間

ヨコ22-55本/in間

5人(別紙2図作業者のTI F,, F, G. H)

2人(別紙2図作業者のB. C )

1人(別紙2図作業者のA )

8人

a) ●観測期間

ィ.第1回観測

7月26日～7月28日(5日間)

平均気温　　52 oC

平均湿度　　6 7 %

ロ.第2回観測

9月26日～9月28日(5日間)

平均気温　　25oC

16

平均湿度　　7 1 形

5.結　　　果

W , S法により別紙5表の観測用紙を用い織機の稼働と作業者の稼働を別紙2図の巡回経路

に従って個人別に測定したo

α)作業者の主作業は,織椴の停止したときの作業状態をチェックしたため,職櫓の実稼働率

と作業者の主作業率とは互いに反比例し,年令にかかわらず,経験年数の多い者ほど織機の

稼働率がよく･余裕率も高い｡

b)捨機の稼働率の高い者は,低い者に比べ付随作業即ち絶境運転中の準備作業が多くなって

いるo

c)織り上がって,ビームが顎り替えられた場合,製紙作業者が自分の持台数を休転さし,経

糸継ぎの作業に当たっているoまた鍵穐作業者が還按もしている,

d)平均して投横の稼働率が低くその割に作業者の余裕率が多いように思うo

e)織機停止どきの原因が,ある程度はっきりしてきた0

4.改善後の観測結果

作業音別観測は止め,全体の織棋ならびに作業者稼働を第1回観測と同じ条件で測定したが

別紙5表αのような結果が得られた｡

しかし,製織の稼静には,織機の調整具合あるいは経糸糊付状態.更には原糸自体0両民意な

どが大きく影響してくる｡

この原因を知る手がかりとして,第2回観測では,経糸切断どきの織機箇所を調べてみた｡

この結果から判断すると,前回より糸切れ回数が増え.しかも摸機の前後切断回数が同率とい

う点から一概には言えないが,原糸自体の原因によるものでないかと考えられ,これは今後の

研究課項としたいo
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Ⅰ-5　ナイロン糸の樹脂加工について

担当　技師　小　林　昌　幸

1.日　　　的

綿･絹･合鼓の漁網(糸)の品質を高めるため瞳rAの加=方法が研究されているが,ナイロ

ンを石炭酸に溶解希釈した樹脂液によって加工すると化学的性質としてナイロン耗経は石炭酸

によって膨潤によるイ鞘音現象.溶解する性質があって糸に大きな影響を及ぼすので,その強伸

度の変化について検討した0

2.内　　　容

(1)供　試　料

(i)ナイロン糸

東Vナイロン　タイ702005　2D T/m　40d, 15fH

撚糸法　　はり撚り　40dx占本×2本-48凹

撚　数　上擦　Z　610.8T^m

下撚　S　弧6T/,a

精　練　　ソーダ灰　　　1%　owf

ノイゲンHC　　2%　owf

80も. 50m7'n,水洗

蛍光増白　Uvitex CF cone.High n5%　owf

酢酸(55,形)　　　　　　　　　2 %　owf

70℃　50m7-n.水洗,風乾

(fi)樹　脂　紋

裏1　樹脂敢濃度

慧軍等ナィ.ロ;完諾諾意諾.;芋iB堅.-- 水 
5%…50 6%I60 9%事90 鼎s��5DD…50 涛s��

440 典D�����940 

41D 鉄�-ﾓ���Xﾘ��#��910 
! 12%i120 鉄���塔���

*スミテックスVS,tン　W-5

樹脂牧の調製は石炭酸をlDD℃前後まで昇温してナイp 3,糸屑を少量ずつ分けて溶液中

に入れ溶解し,暫く放冷後四塩化尿素を注加したo溶耽はやや灰色の粘雛のものになラ

た○
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(2)試験方法

前記のとおり前処理を行なった糸を各汝度の樹脂耽(20℃)に浸済しスポy i,tでしぼり,

高熱処理機へ導き巻きとった｡このときの熱処理時間は60秒であり,また一定の延岬をか

けることができなかったので処理後(巻きとり時の引張り作用)原糸と対比し熱処理時の延

伸率を求めた｡

強伸度をa2D℃. 65%RHの条件下で興亜商会興-yヨ.,パー型引張試験機で試長50cmで試験

した0

5.実験･結果

(1)延伸率と樹脂濃度

別表2の通り樹脂洪度と熱処理によって延仲と強伸度がどのように変化したか測定したo

すなわち,ナイd y樹脂紋で処理した場合は熱処理のみあるいは班-5処理よりは延伸性が

大きいoこれは石炭酸がナイロン織椎に化学反応して伸縮現象を大きくするためと思われるo

ナイロン樹脂渡度の増大にはあまり影響なく,熱の作用の方が大きい傾向がみられるo

熱　●

鍾

伸

率

Ct2a) ～

15

10

0　　　　5　　　　　6　　　　　9　　　　12

樹　脂　濃　度　　¢扮

Fig. 1各処理温度における樹脂汝度と延伸率の関係
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(2)強度の変化

強度および結節強度の変化をFi g. 2に示すo

熱処理単独およびMl5処理においては化学作用がない

ので強度は原糸に比較して増加しているoこれは勲と延伸

によって結晶の配向性が良くなったためと考えられるが,

M-5は漢度が増すと低下の傾向がみられるo

ナイロン樹脂で処理した場合･全体に強度の低下が認め

られるが,樹脂過度が増大すると若干向上するoこれは樹

脂含有量が低l′､場合は織経に対して石炭酸の直接の作用が

大で劣化現象を呈し,樹脂の含量が増し,石炭酸が相対的

に低下すると,潜在しているナイロンが緩衝的に働くため･

また必然的に樹脂付着量の増加で補強されるためと考えら

れる｡

5　　　　6　　　　9　　　12

樹　脂　濃　度(%)

Fig. 2加工糸の強度および結節強度の増減(対原糸)

(3)加工糸の強度と結節強度の関係

強度と結節強度の結果をFi ど.うに示す｡原糸の低下率は24%であって熱処理単独および

Ml5処理は結節強度の低下は大きく.前者の場合で約50勉･後者の場合で25-40%である.

ナイロン樹脂で先考したも0-)は約8/Zo-2-i-).,毎で､酬旨浪噂の低いほと良く,高くなると繊維

の廃有性が増大するためか.若干低下する傾向にある｢熱処理温度と樹脂濃度の間には微妙

な挙動を示した｡

5P

45

40

55

50

25

20

15

10

5

5　　　　　6　　　　　9　　　　12

樹　脂　浪　度　(%)

Fig. 5　加工糸の結節による強度低下
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I -6　織物aj防汚加工について

担当　技師)tI　添　　　茂

1.目的

県下特産縦鮎の一つである夏座布-は,スフ･擬麻･加工糸･綿糸及び麻糸の糸使い

のものが多いが,ナイロン･テビロン･テ叩ン等,合成-の雛を活かして新鮎の開拓

が行なわれているoこれに化学的処理を施し･織物の消鮒機能,特に防汚横能を発揮させる

ことが強く望まれているoすなわち織-｢ほこ｡｣とか｢あか｣或いは酎･紛･水分等

汚点の附着しないような加工を施すことを目的とする0

2.試験方法および材料

(1)供　試　料

♂　スフ　モスリン

b　座　布　団　地

経糸　　5 0′S/1

韓糸　　5 0 ′S^1

経糸　タフセ,V　40'S/.I(ビス加=)

緯糸　タフセ′レ　501S/1(ビス加=)

(2)試験方法

①洗据効果

試料を採り,カーボンブラック〇･19㌢.流動パラフィンD･757,年削25Y･四

塩化騎乗4 0 Dcc中に1分間浸帯後,風乾し分光々度計にて反射率を測定し,汚染度を算

出,つぎに試験布をn5%･ 40℃の石掛こて50分間ラウンダー･テスターにより洗濯

し,水洗後,風乾し反射率を測定,洗淋効果を次式によ｡算出した〇

･-豊×100

Rw -･---･携頼後の汚染布の反射率

R s ･･･-･･･--洗喉前の汚染布の反射率

R o -･･･----原白布の反射率

⑦　防汚性効果( yミの状態)

ピペットで2-5滴汚れの液体を落し, 5分間放置後.ろ紙で吸い剛,自然乾燥後の

｢シ･ミ｣の発生状態を判定したo

③　確水度(ス7oV一法)

試料を0.5% 5 0℃の石-に2 0分間浸溝し後･同温の温水で2 0分間排しL平

に拡げて乾燥し標準状態としたoこれを磯水試験掛こ剛付け･一定の高さより2 7℃±

2℃の水2 5 0〝を2 5-5 0秒間にて布表面-散布し,ぬれた状態で標準判定図と対比

して等級を定めた0
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④　防しわ性

1mx4C7nの大きさの試料を2つに折りたたみ, 5 0 09>の荷重を5分間かけ.除重後

閑角度を読み.折目の回復率を次式で算出した｡

折目の回復率- ｢言㌃× 100　　　0欄角度

¢)引張強伸展

長さ1 5C7nX2cmの試験片を標準状態に放置し,容量2 0Rg,引張速度5 0C7n4&nのシ

ヨッパー式引張試験機にて測定した｡

⑥　摩耗強力

平面摩耗(その1 )････-･･･痛径1 2cmの試験片を摩擦速度1 2 5±5回/mjn,押圧荷

重･引張荷重各々4548㌧ Ai6 0 0のエメリーペーパーで摩擦したC,

端面摩擦･-I--経偉2.5cmx 5.8cmの試験片を押圧荷重4 5 47でノ佑8 0 0のエメt) -

ペーパーにて摩擦した｡

平面摩耗(その2 ) -････-大きさ2 0仇X2. 1C肌の試験片を摩擦速度5 0回/miTlで荷

重2 CI O㌢とし,水平面上を摩擦子の接触面にJWld nOのエメリーペーパーを預り付け往

復摩擦した｡

(7)水分率

試験片2 7前後を採坂し,これを精秤し(自然状態の試料)これを乾燥機で無水量を求

rめ次式で水分寒を算出したo

W-Wl
水分幸(勉)･-　~~_　~:/-　xlOO

WI

W :乾燥前の重量　　　　wl :無水量

(3)防汚加工法

抑　フッ素系樹脂
＼一一　-､一一　　　　　　処理別

便用薬剤　　-一㌧1　　1 - 1　　1 - 2
L3■=21

スリM(スコッチガード208)　　　　　　20

666F (脂肪属アシド系軽水剤)

A i C e3
_斗_TYT_.　ー　L∴__I:｣._______6.__旦声__

NaOH(25%)　PtJ4.2士0.2

46

4.d

PH T eSterにて調整

70

7.0

~宙~痩　　80℃×5m.･n

熱処理　150℃×5min

浴　叱　　　　1 : 15

Y
-　　　　　　　!　　　　　　　　　　　　__　_　__　_-_

1.0ロOcc

PH4.2±a2
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叫　シリコン系樹脂

処理別

便伺薬剤
ノ　ラ~ン　◆yリ　コ　ン2ロ7

キ　ヤクl)スト　S C-　268

イ　ソ　ア　ロ　　　7 /レ　コ　_ lv

計

乾　燥　　BrJ℃/′1bmiJム

熱処理　110℃×　うmin

藩　比　　　　1 : 15

2　-　1

テ0

7

925

1.rJ O Ccc

PI15.7±C.2

I-Y .サケ{･'デシ′レエチL/ン輯崇珂脂

2　-　2

9〔)

0
′

9口1

I.〇　D Ccc

処確別

使喝薬剤
･*々メデyJレ主テレ.-ナノ尿素

第二筒中　ア　ン　モ　ニ　ウ　ム

水計

乾　嘩　　55℃×15nlin

熱性珂　15〇しCx　5mi11

浴　比　　　1 : 15

5　-　1

416~

5

9-r51畠

1.0O Occ

PH9.2±02

(/｣7⊃

A
(しこJ!

nJ uJT5L rlU
5,　4　仁…

9‥(.ll

L=･唇殊金,FaS塩( Z, r )

使用薬剤
ATl E i w e･t e･T

承

処畢閉り

lr nrN

4　-　1　　　　　　　4　-　2

防止に効果的で,風合･外観を変化させないことを特徴とするC,

(｡)シリコン樹脂は繊維裏面の凹所に汚れ難いシリコンの微粒子で坤め枚維表面を平坦にし.

汚れを直接附着させない処理法である｡

t′ヾ　オクグデS'ルエチレン尿素樹脂は.放維表面を高分子化合物で覆うので,長い疎水性の脂

肪鎖が繊維上で自由に回転運動を起こし.汚れや油をほしくとともに厄接他律に附着させな

し､ようにする方法である｡

L=1,的　特殊金属塩は,財経表面をコロイド状(I)含金属境の非常に小さい微粒子( 1ミクロン

L;1下で0.2ミクロン程度)が繊維未読の微細な隙間に入り込み汚れn粒子の附藩を防くつ陪果

となり,もし附着しても除去か比較的容島であるoすなわち烈甜F.表6171に慣按汚iJtを附着させ

ない方法を選ぶことが防汚1,m=のポイントである0

5.試験結果

各処理剤によって加=を施し.防汚性ならびに洗礁効果を測定した結果は,蓑Tに,又防汚

加工後における物性を表止に示す｡

表　T

%勉　　洗　晒　効　果　J禦讐晶畏

波紋
菅マifイ　ケ

･≡⊥

____引

乾　燥　　8C℃)(20milri

熱処理　14ロ℃X　5mi Tl

俗　比　　　1 : 1r)

20

980

1.0C Occ

Pl15.13± C.5

5C

970

1.n 0 〔)cc

㈹　特殊金属塩( /14)

処理別

使積尋講El

A{　　　　ぐe t C L

イ　ソ　7山　口　　　　　7 /i, .-I I JL,

水

計

乾　墳　　70℃×2cm j!1

熱処理　12ロ℃〉( 5TTlj n

搭　比　　　1 : 1〇

5　- 1　　　　　　5　-　2

.I_I U12-0

96g_

1.0 n nco

うつ

ろ0

940

1.00口cc

PH4.日工0_2

以上,浸債温度はいずれも常温で1 0分間｡

(イI上記り)フッ葉蘭脚よ,一侵(7)有機フッ封ヒ芋物で繊維素IuTn-を薄く覆い,翻Lを織姫に直接

附藩せしめないと同時.･=広がることを防ぐ方法であるoこれは水や油を多畳含むも･hJ,附着
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i A

I;

2樹′ー~詣9 10ロ11,9 10.7 ll.ら 57.0 47.6 425 62.648A 55.5◎◎◎OT6;@-義

処理剤　　　　　第1同日　　第2回目　　第5回日　　　田了=,-チ

別　　｡ sIS2平均S7S2平均･S,82平均茶･硝　子..ン:

度率油.ズス.キ･7o

･晶ツ素系2 100･ 2･7 5･2 2･9 17･8112･4 15･1 20･925･6 25･26'16･@･･◎朋◎__I- _  l - ....._ ._ ._   __     __..   .

脂5 100■　0　7･6　5･8 10･2　9.7　9.91161927･4 222◎◎◎,◎.◎･〇･◎

∩ yl)コン系7 100　8.6･ 18.7 15･6･56･5 45.7 50.0 72.8.75･0　75.9◎◎･◎'○◎･◎◎

5竺君子.聖霊4 1DD 19･5,-45･-7 535 -69･7 42･9 56･5 -55･9 56･-8- 55･4 ◎奄'◎■○の･◎｢　lー"｢ lー"

エチV堀第5 10D　27.6 25.6 26.6 66.7 65.5 65.1 65.5105.0　85.2◎◎◎〇〇〇◎

4特殊金属蓋2 1DP 19･7 25･7 2117 82･6 64･0 75･5 78･7114･1 96･4.○'A△△◎×○
( Zr ) 5 100 40.8r 15.1 27.91 65.0 76.4 697 105_6･159.6 121.6■◎◎○△◎0.◎

特殊金属櫨2 10[ 22･8 25･6 25･2106　90･6 98･5 1DP･2107･6 108･4◎◎◎○◎xC)

(^L?) 5 10C　52.0 25.4　27,7日2　85.5 97.8117.21弘5 126.8◎◎◎○◎×◎

(荘)　1 ) ◎全く｢シ′ミ｣のつかないもの

○棒く僅か｢シミ｣のつくもの

△博か｢シ′ミ｣のつくもの

×ハソキリと｢シ′ミ｣のつくもの

2 ) 1m=後1週間経過後の試料による0

5)　上記試験は,スフ･モスリンのみである｡

4)　Sl ･S2ほ同一加工片2片を示す｡
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表面

禾　∬

謝酬蒜蒜端珊耗義博耗_-強　伸　度,*帖..ー仙冬

処-　至グテヨコtF'?32'=意義壷

原　　布　d=/ 57･8 27･imDlll.5 10.6 14.0　7.7

■　〓ノ

フ樹r　シ幣

へ∠

.コー糠鋸.12

.1.(
Ji･防しわ性　碁

度　　-一志
タチ　ョコ

0　58.6　51.2 15.8

ゾ　う･C S5･2 59L2 85･5m･2　919 18･7 7･8 12B 95 55.0 I+1.7 15.2

脂5･2 59･2 5a2 75･[･1D5･4チ5 176 77 15･6 87 52.9 40.5 15.0

ン脂コ 4･･'･ 58･6 4112 56･21駆1rJ･1 18･7 8･9 -5･2仙51.5 47.0 12.5

三･2 56･6 56･C 57･ム122･4 1L!･f･て8･1 9･5 75･1 1r)D 54.5 49.6 ll.8

∴-I-=: -I-:一二∴:~~ _∴ ∵∵:,∴∴二

4特殊金閣櫨　41日1･2 51･4 61･8110･2 1ロ･2 19･2 8･2･て5.5　5ru 57.4 51.D
(zr) 5･4 51･6 58･O i7･0 95･6 70･5 2C･4 R5 145 57う卵55.6 12.8

5特殊金属塩　5･0 52･5 51･0 26･0 85･占　7･5 15･2　4･5　8.5こ70 57,0 52.5 12.4/　　　_　　　^　　ヽ

(AC)'50 51.2 52.G 55.a 77.5

月　9∵82一2　2

8･5 17･1 8･1 10･5　75 55.9 48.5 12.6

4.結果

従来a)暇粉･ C･帆｢ ･PVA等の柳寸仕上によって或種cj汚れは有効に防ぐことか出来

るが持緯性を伴なわない欠点があるo安座岡地等,寝具関係は汚れの姦件或いは消卸職能

から考えると,曙水傾油鯛かあって,しかも持続性の高い処動二必要と考えられるo棉

験に於し､ては,それらの諸条件を満たすと考えられる化合物で勉弼した結果･防汚性･洗桝

巣･剛並等は原触り著しく向上することが判明したoスフ･モスT)ンの予備試験の結果か

ら見て,洗場散票(汚れの落ち易さlEiオクタデシ′レェチレン尿素(4鋸,金属塙Z r(5

射･金属削P(5射順位によくなっており. 2-5同の托雇を鰻｡返しても同じ傾向に

あるoカーボン7'ラックLニよる汚れと潤斎機構の異なる茶滴･ジ=-ス等の汚れにつし､て

試験した結果･フッ宅樹脂･シリコン珂脂･オクタデシルエチレン尿素J)帽に良い結果を得たo

織物掩呼人間が朋叉は菅恥た場合に発生する汚れの-は-で,防汚性凋耗性を

寄食に雛せしめる処法の確･-J･すかしい･･佃=する織物の性能･用途を勘案し.各処法を

適宜坂噸巧すべきである.-
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r -7　八丁撚糸撤巻取装置U)改造試験

相当　技師　前　川　存　次

!.目　　　的

/LT撚糸機は施控大中Uノ糸張力が大きく各藤間距靴か接近しているため従来1 - 2称,;'仏生

に糸か直接巻き取られるようになっている(･こJ)方法によると巻顧畳(,)増加により､仏生Ll)7-7-

が増大し巻取速度か速くなるノ)で･施撚糸J)控数が順和屯少し撫糸全掛こおいてみた場合,軒

数Jl差違か大きくなる,7)で巻鞭畳が限定される∩うこ｣即)仏生には1口数射l鳩撚糸を巻き取る

ため巻き返しに多くL')時間を要する等の欠点かある　これを改善するたLt!,K従来からの撚糸機

の巻取機構を各重科こ接近した巻額ボビンを設問し,積額的に回転する2ケのロ-ラー上V_ボ

ビン醐己簡することにより間接的にこれを回転させ終始一定摺度で施称糸を巻き取ることによ

って撚虎の発生を少なくすると共に巻畳を多くすることを目的としたa

2.内　　　容

q)巻取等置及び機構

1及び1′　槽晦回転ロール

2　巻取ボビン

5　押えロール

4　稜責房及びガイドロー/レ

5　施撚糸

ィ.ロ　ロール5の支軸

起動軸(･=より債侮的に回転する1及び 1のローラー上に巻顎ボビン2と斜上の押えロー/レ

うを接触同転させるo押えローJレ5は軸(｡)を中心に…ロJi,半径とする弧形上を軸的カ; 1 , 1

のローラー軸に対し40-500の角度で移動するようにするo篭撚糸5はローラ- 1.と巻

額ボビン2の接点と綾競ガイド4を結ぶ延長線か1･ 1′のローラー軸に対し29-55c a)角

度で捲取ボビンに供給されるように綬張ガイド4着蔵置する｡

これによって押えローラーは･イロを半径とする弧形上を移勤し巻取ボビン2に巻き取ら

れる糸嚢r71増大による酎草変化に対応して均一な抑圧を魔すことができる｡又1 , 1′のロー

ラー軸に対し40-56Uの角度を施したのは,施撚糸5の強大な張力によって巻額ボビン2が

スリ･7プすることを防止するためである･･叉,施撚糸5LT)導入角度が29-5ロoになるように

綾張ガイド4を配置したのは･巻取ボビンcr)浮上窄転を防止するためであるo
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b)当装置及び仏生による巻取施撚糸の状態

方法　駿輪重量　巻坂畳　最大挫数　最′ト撚数　平均擦数

問癌1205㌧　60　891　829　855

間接　1653>　　60　　8口0　　762　　779

直接16591 50　7占5　　712　740

平均撫縞　撚変動　撚楯変動
~一一~一　---　1 I-　1　-- .■一一一一一一一----ll-

___隼3-_4_ ｢旦Z_4.　を5

_4 9･5　1･5 5　　5.4~■　一一一. -一一一■･一･▲- 1--.-l･.･.･.･.･.l･･･一一--. -1-

4 8.0　　2.75　　5.7

{-

r--"..

c)撚糸及び撚縮率

各々の施撚糸を100m毎に解除し解撚方式により25蛸の撚数及び撚縮率を制定した結果.

矧絹針=こおける施撚如)最大撚数は-糸屑の最初の10D wL内に分布されこれと反対に

環小樵如蔑外層部に分布されている〇間接及び直接方式によ｡巻取った搬糸を伽毎

に各2D珂ずつ掛磯及刑場率醐瞳で各々における平均値をプロットしたグラフ第1図を

見ると直接巻き取った施撫如各-値が巻取糸長が長くなるほど,すなわち糸屑の外層部

に行く程一定の傾斜をもって捧数か減少していくことがわかる0 -事においても推断鳩

少とともに減少し内屑糸と外層糸に明確な差違がみられるoこれは糸層',増大により鞭糸

掛速くなっていくためであるここれに対し間接的巻-の場合,糸速が常に｢定であるた

め前記のような差違がなく掃天馴＼の差は前者より少なく--なわち糸酎増加に関係

なく撚数撚縮し71差は全体に分散しているo

第　1　図

y25 800 7口0 600 板�

/一一-,.-ド 

間接 
㌔--一一 

間接 

直接 

啓550口1mD1 

V･･.･.

､.n　　‥一きAtf喜J

◆･1　　-　　1II11一--メ-～J----ll--lt一TJ4三一才

′ヽ

d)撚数及び撚縮率変動率

各々の測定値の平均値に対する変動率を求め.その精度につし､て各巻取方法を検討してみ

たo直接巻坂法においては各々における変動率は′J＼さいが巻砺糸層の増加により撚数が低下

するため巻坂畳の増加と共にその平均値が低下し頗j#こ敏とiR/順数は平均値に対し格差が

大きく施酪糸全体の変動が大きくなっているr･これに対し間接巻諏法については施撚糸は糸

屑の増大に関係なく常に-速度で巻き取られるため平均値の移細よなく変朝力叱生巻坂に

くらべて小さくなっているnしかし間接巻板の場合.巻取ボビンが間接的な回転をするため

施撚糸の張力により巻取ボビンがスリノナすることがあるので･張力の大きい場合は変利率

か大きくなる(牒輪重乾を小さくし張力机､さくした場合の変動率は斬ボビンが均-な回

転をするため小さくなる｡

8本合糸　曙輪120PL

100 2nD 5nCを400:500 608 700= 8口D潤0; 1Gr0 llCD. 1200
1500■ 1400 15DD ld0□

～

撚数搾】857-840 845 854:86｡856!850･854･ 852: 85g: 855i 856 848 850 849

′フ∠一･一

- I  - y`~■■`   ､一､ノ)  )~7｣JしJゝ′しJし〉▲÷ 7

撚縮品045･6･41･6:45･6払2･8昭･秘42紙2･ 44川.2, 4D... 40.8, 42A 41.2 40B
- 11ト･- --I----- --_  _.

撚変車掌2･';. 7･1 1･2･ 7･5 1･0, 7･. 1.1 1.5 0.9 1.4･ 1.51.日.2. 1.2 0.8. 1.,

1

･~~-lr~~ l　~~---1---T 1-----11･一一一　一一一-

-狂都.5 2.4. 2.6 5.5 2.9 5.4 5.4. 42 2.9` 5.6 4.1

~-　t　-　-~1L　1--･-

12本合糸　駿輪1653>

100 20口50ロ▲ 400 50∩ 6001 70rJ. 800潤0

■一･･一･･･.･一　　　　　　一一-■一　一　一　一･一一･■- ∩

撚細物密. 2B. 221 2.5. 5A 4.1 2.1, 2.4 2.8 2.5

42･ 2.7　2.D　2_1 1.5

1口00… 1100･ 12[D: 750ロ
一･一一･日L･-I 1'--･一一-T･一一一.1二二r二二二LJ_U_7

撚数'pi 775 77L7 765 772庵:789 786 799 7巧. 777.185 778. 772

俸ー~棉~郵C･8 ･ 50･4 I 47･5 ･49･6-:4t8･i-Elgl:4:50-･16_二52,._.52A _ _?･4_ i_1_"亘4軽9
-`~-I-- I 1- ･一一　　一､__1

-1 I-　1--　1 --ll-　一一一一-一　一一1　--　--一一　-･-_.

竺変空車)I_5 0･9 1･1･1･7 1･9 (.,･9 1.1 1.2 1.5 1A 1.2 7.1 1.5

2lr,: 2.5　1.7　2.6
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商接巻額12木合糸　噂輪7659･

100･ 200　500･400･ 500. 600. 700
1-　-　--ト1--　　　--　4ー-　-　-一一-　--一一　一　-+-1一･一一"______

撚数搾　775.762:749　758　728　724　712

-一撃綿密L亘ヰ, _5IP･工手_≠･4丁二亘_f15:_-工蕪
撚蛋蒜義歯∵,i.9　2.OJ 1_う,相　川.Z .7

二二∴:-　_-　-I _:-　二∴
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外側においてわずかの差がみられるが実際の作業上,困難をきたすかうな含水率の差違はな

かった｡

5.結　　　果

撚数,合糸数,膿輪重量などそれぞれ条件が異なっているため,これらの平均値について分

散比を求めると同一一腰輪同一一合糸数においては直接巻諏法と間接巻板法との値は1 0, 1となり,

直接巻帝におけるバラツキが大きいことがわかるo又同一の間接巻板法について腹輪重畳撚数

の異なるものについての分散比をみると2. 18と′トさくなっている.ただわずかに購輪重畳の

重い方がバラツキが見られるが.この値についてF表の5%の点においてその妥当性について

検討すると前記の10, 1は2, 58より大きく,直接巻坂と間接巻卸こおいて有意差が認められ

妥当性がない.しかし間接巻顎法のみの牌輪重患差における場合は2, 58>2, 18となり二者

間における有意差がなく.この程度のバラツキは妥当性を失なわない｡糸張九撚り数がかわ

っても充分目的とする施撚糸を得ることができるo
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丑　試作試験に関する事項

(1)夏座布団地

目　的

ポリノヂ,ク,スフとアクリル混紡の擬麻加工糸による夏座布団地を試作し,縫糸の単糸

と双糸使いによる風合と練糸の組合せによるyポ立ちの状態を究明するo

内　容

原料経糸　ポリノヂックスフ4OA'S, 80132

練糸　アク1) JL,スフ混紡糸50/1

ウ-7)-ナイロン120D

密度　経糸　25.6*/cm　樺糸19杢′血

糊付　ビスコース加工糸

仕上　シポ出し,糊付巾出し

成　果

新しい糸使い.部分的な意匠撚糸の使用により.色沢,触感,シポの風相等の異なる試料

1 1点を関係業界に発表,新製品開発資料の｢端に供したo

t2)紋輪子満席

目　的

浜ちりめんは平織無地が殆んどを占めているが,服飾界の変遷にともない給子縮緬の需要

が急速に伸びつつある現状に鑑み,これらの技術開発を促進することになったo

内　容

原　糸

縫　糸　生糸21中5本駒

練　糸　生糸21中8本

生糸21中6本

生糸21中2本

2･5COT/脈> 50占T,MZ

密　度　　経96本/cm　韓56本/α

組　織　　紋織900口　5,㌦カード

仕　上　　精練.漂白.巾出

成　果

新作11点を業界に発表し･ジャカード砺扱い講習会を開催して普及につとめた結果.業界

に関心の高まりつつある折柄.多大の反響を呼び,ジャカードの新設,増設が続出したo

(3)紋ビロード羽尺地

目　的
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ビロ_ドコ_ト地に新生面を開拓すべく.従来技術的に困難とされていた地の部分の立体

化を図るべく縮緬他見の導入を試みたo

内　容

原　糸

経糸生糸21*/2本(也,毛とも)

轟糸　生糸21*/5本う･200T/MZ >500T,MS

生糸2 1 */5本

密　度　経65.2本/cqL　韓42*/cm　ワイヤー14kJc7n

組　織　紋織(地　平織･紋,三越)

仕　上　銅線代用に人絹糸が使用してあるので,そのまま.精練,仕上

成　果

多丁樺を使用することにより,紋部の形状を崩すことなく,地部に縮緬風のシポを有する

新製品が開拓された｡

(4)タ　オ　ル

日　的

不況に噂(･麻芯地業界の品種転換の質料を得るべく,ハンカチ代用薄手タオJvの製織を試

みるC)

原　料　経糸　綿糸　地20S/1毛4DlS/1

練糸　綿糸　　2ULq/1

密　度　経9*/m　緯15*/C7n

(5)綿クレープ

目　的

高島郡を中心としたクV-プ業者i蝉丁樺が多いので,品質の多様化に困難な点が多いが,

糸使い,撚数の変化等によって得られるシポの形状,風合等を研究し,市場性の打診を行な

う｡

原　料

縫　糸　　綿糸50′S/1

韓'糸　綿糸5DIS/1,各種合繊混紡糸4015/1 1,600T/MZ

密　度　経25.6本/C7n　穏21.7*/cm

組　織　　平穏

仕　上　　楊柳シ`ポ又はナミシポ

成　果

種々の変わりS,ポが得られたが.加=方法の研究により,さらにその成果を高めるべく目

下準備中である｡

4/三

(6)夏夜具地

目　的

夏夜具･座布田地の消費性能を向上せしめるべく.各蒔防汚加工剤が先染織鰍こ及ぼす影

響を検討するための供試布として試織するD

原　料

経　綿糸40′呂/1　ビスコース加工糸

緯　　合化繊混紡糸4 0′S/1

密　度　鮭25.6本/m　緯21.2華/飽く550T/MZ)

染　色　　経捺染　緑樹

仕　上　　シポ出し

成　果

防汚加=の成果については試験研究に関する事項の第6項参鮎

)-粗　　　布

目　的

インチt)ヤ関係の榔任製品は･防炎加工の必要性にせまられ.壁紙等もその例外でないo

この加工の基礎研究を進めるために,比較的可燃性の供試布を得るため試織する｡

て　原　料

済､経　テトロン,　棉混紡糸60･8/2

.軸

_　　n相はH

樟　　テトロン,　　鯖混紡糸60′B/2

密　度　経25.占杢/血　緯21.5#/C7n

成　果

防炎加工の試験中∩

変わり組織縮緬

日　的

無地縮緬の不況に対処し,紋縮緬が逐次導入されているが,技術的に,資金的に韓哲する

ものも多いので,ドピー機応用による変わり組織縮緬を試織する｡

≡至一　経　生糸21*/5拘

緯　生糸21*/4-10本　2,500-5,600T/MS

生糸21 */5拘

密　度　経96本/ね　棒40jvc,rL

組　織　(別紙)

成　果

50ロT/MZ

格子柄を含めて15種類を試放し.研究会を通じて業界に発表し:新製品開発意慾の換起に

っとめた｡

45



別続

上層 Ira 2 .ra 5

圭童
ノ佑6

ho轟B]I 18回!
W p w

(9)紋紗崩緬

目　的

縮緬業界がsjヤカード機の使用にも習熟し,かつ.夏物開発の意慾も上昇しつつあるので

描み装置を設置し紋紗縮緬の試織を行なうD

原　料

経生糸21*/5駒

緯生糸21*,8　….1:I,2芸2450T/加Z >900T/MS

密　度　経51.6ち/加　持25B*/cm

組　織　　地　平織.紋部,摘み

900口S;'ヤカード使軋摘み装置.糸綜跳

仕　上　　精練,漂白,巾出

成　果

練糸の強撚により･腰と｢シ′ヤリ｣感に富む好適品を得たので,業界に逐次浸透しつつあ

る○

舶　合桟縮緬

目　的

本絹縮緬は未曽有の原糸高で,需要に限界があるので,これを大衆化すべく,合繊縮緬の

一　研究を進めているが,風合い,光沢の点で末だしの感があるo異形断面糸の合蛾糸の特性を

‡稚く活用し,本続編緬に近似したものを開発するo

原　料

経　ポリエステル,フィラメント50D/2

ナイロン.フイラメンt　　50D/2

アセテート　フィラメント　100工)

緯　ポ･)エステル,フィラメント7Dエー/3　25DDT/M.Lq.Z

ナイロン.フィラメント　■　75D/5　2500T/At.S,Z

アセテート,フィラメント1DOD/2　200DT/祉S.Z

巨密　度　経47.6#/cm　籍21.0杢血

･組　織　平織2越

､仕　上　精練,藻白,巾出

成　果

テトロン,ナイロン,アセテートの5種類を小巾に整経し, 5巾を同一練糸で製紙した結

果を比較検討したo経糸にアセテートを使用したものは一般に優雅な光沢があるが,やや粗

硬の感を免れない｡テトロン,ナイロン使いのものは苛性処理を施すことによって,柔軟性

を得ることができるが,加=方法についてさらに研究を進める｡
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適　-4　技術指導の概要

1)特産繊維製晶の品質改善と生産技術の高度化

特産蛾椎製品をさらに高度化するとともに,新製品の開発,作業横槍の合理化,高速化等企

業の体質改善に直結する幾多の試験研究を行ない,その成果を通じて｢キメ｣細かい業界の指

導を唐庵的に行なった0

2)化学繊維製品の特産化と生産技術の高度化

特産技術により,化学榔佳およびその複合故維製品を研究開発し市場の拡大をはかった0

5)輸出向強撫糸織物の多様化と品質改善

各種強撚糸織物について,撚糸の多様化と品質の改善をはかり,輸出の適応化を試験すると

ともに,防縮, P.P加工の研究を進め,消費的機能の向上指導に努力したoまた一方織物の欠

点の防止対策.生産性向上のための拝糸機の改善研究とこれが普及指導を試みた0

4)縫製加工技術の高度化の巡回指導育成

急速に台頭しつつある県下の縫製業界の健全な発展をはかるため作業の合理化と近代化の促

進に努力し,なお二次製品の洗濯による形態安定性の附与についての研究も併せ行なった0

5)計測管理と作業改善の指導育成

企業の体質はまず,作業行程の科学的管理をするという事案を背景に当所に保有する計測器

械をフルに活用し,その実態を把握するとともに問題点を究明し,改善対策を指導したQまた

品質管理手法の乗際について指導し,管理思想の潜幸と普及についても努力した0

6)室内装飾品の加=技術の高度化

高分子化学を基盤とした,接着剤の消費科学的効果を検討し･各種素材に対する電着加=の

適応性を確認し.新製品閑等指導を帯板的に行なった0

7)原糸ならびに生地虹技術の高級化

各種合l詑樹脂による原糸の硬化処理技術を確立し.新興品開発と=業化の方途について指導を

行なった｡

8)味織物の品質改善と加工技術の高度化

蘇および味複合繊維製品の品質改善をはかるべく･貫夜具･座布団地･上布等の特産品を重

点に,素材の組合せ.撚糸法･加工法等の技術の高度化,古典味豊かな近代図案の調整額布等

稔合的な研究の成果を普及徹底せしめた｡

9) V-ス=業の生産技術の高度化とニット企業の指導育成

レースまたはニット企業の生産技術の高度化をはかるため,もっぱら巡回指導に重点をおき

用途と品種の多様化について｢アドバイス｣につとめ,仕上ならびに縫製技術の高度化につい

ても努力した｡
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Ⅳ　その他指導業務に関する事項

Ⅳ-1開放=場設備利用
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Ⅳ-2　戟　負　の　研　修

研修者氏名　　　期　間　　　　場　所　　　　内　　容

柵内藤　静　自6･ト至a14　=業蓋農業武断　勲織技術

技師　堀井利男　　自5.9-至5.21 (秩)遠洲酢所　謂雷雲蒜㌘および
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月　日

5.19.- 20

6.　8

6_　21

7. 18

7_　20

8.5-　5

a　8

8.　9

9.　6

9_　28

10.19 - 20

10. 20

11.　4

1. 28

2.　6

2.　9

2.16- 17

5.　7

業務報告者

Ⅳ-5望警芸壷慧芸雲書芸

浜　島　浜　横　島川浜川

知長
㌔登

根ノ

長　苗　長　彦　高彦木能

川　浜　島　川　浜　川　浜　川　浜　浜　島萱　　　　登　.萱　　萱能　長　高　能　長　能　長　能　長　長　高

者人錦…崇仙- 1- ｡叩52｡8822｡288｡

l　.凸　1　1　5　1　5　1　1　1　1.

ZJ 1

内　　　　　　　容

近代繊維機器展示実演会

クV-76研究会

ちりめん研究会

縫製企業合理化講習会

高島織物研究会

縫製企業合理化スライド映写会

上布研究会,巡回図案展

座布団夜具研究会,巡回図案展

ちりめん研究会

高島織物研究会

図案展示研究会

長浜繊維技術研究会

生産技術講習会

ちりめん研究会

織物加工研究会

紋コート図案展示金

紋織物講習会

厚織研究会

秤-4　出　版　刊　行　物

指導所だよ　り(年4回)

研究会饗料(随時)

テキスタイ　ル.ハンドブック

指導所要覧
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1 5　0　部

延　1, 5　0　0部

延　1, 5　0　0部

1, 5　0　0#

1, 0　D D祭

Ⅳ-5　施　設　整　備　状　況

①　高島支所整備事業

高島支所は昭和52年度に発足し,昭和56年度において,地元業界の協力により庁舎建設が行

なわれ,計測機器等を設備して産地全体の技術水準向上に努めて参りましたが,急速に進展す

る革新技術や消費動向に対処するためには,支所の拡充強化が緊急を要するとの観点から,也

元業界の強い要望と相供って,ニケ年計画により,高島支所の整備事業が進められた｡本年度

は,高島織物工業協同組合の隣接地に新庁舎の完成を見,旧庁舎より移転を完了した｡建物の

概要は次のとおり｡

構　造　　鉄骨平屋建　　195.78m2

㊤　技術指導費補助事業による施設の整備

本県の麻織物はその歴史も古く,伝承された技術は全国にその類をみない｡戦時,戦後を通

じて蒙徴の一途を辿り,技術水準も必然的に低下するの止むなきに至ったo近時麻織物のすぐ

れた特性が再認識され.輸出向に,あるいは合放複合糸として時代の脚光を浴びるようになっ

たoかかる技術を開発するために,国庫補助対象事業に認められ,これに必要な施設を次の:i

おり充足した｡

設備横根名

ルームアナライザー

摩擦係数測定機

蟹光色沢計

ス-ノミ-スコ_7b

布破裂試験機

チーズ染色椀

鵬111111
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Ⅴ　指導所に関する事項

Ⅴ-1　位　　　　　置

滋賀県繊維工業指導所　獅県長浜市三ツ矢芸27(芸5&9,%@1｡92 ㊤｡176

支所　霊芝::芸≡野　芸芸;芸萱㍊ミ117,

V　-2　　帯 革

三二:三二二~-_誓三三∴一一二-:二二,---=T･･=･-I
き長浜を分場とするn

大正8年4月　　滋賀県台豊川,長浜工業試験場の2場に分割するo

昭和1 1年4月　　能登川工業試験場高島分場を設置o

昭和1 6年4月　　能登川工業試験場を滋賀県-共同加工-所と改称o高島分場廃止o

昭和1 8年1 0月　　長浜工業試験場を滋賀県=業試験場と改称,染織共同加=指導所内に併

設｡

昭和19年5月　　染織共同加=指導所を廃山

昭和2 1年5月　　滋賀県立長浜,能登川両工業試験場を夫々設立o

昭和27年4月　　関川l工業試験場と長浜工業試験場とを合併し,滋賀県立織維工業試験

場を設患｡

昭和50年9月　　滋賀県立能登川,長浜耗維工業試験場の2場とするo

昭和5 2年4月　　長浜,能登川繊維工業試験場を廃止o滋賀県域椎=業指導所を設置し,

長浜に本所を,能登川と高島に夫々支所を麿く｡
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V　-5

庶　　務　　係

(係長)

-

指　　導　　係

(係長)

能萱川支所
(主任)

高　鳥　支　所

(主任)

級 敬

人事,給与予算編成執行に関すること

公印建物及び施設の管理に関すること

文書物品の収受,発送編さんに関すること

その他｢般庶務会計及び他の係に属しない事務に関する

こと

製織,製縞,染色加工,工場の巡回指導に関すること

各種織物,メリヤス類の縞織試験及び指導に関すること

各種杜経,糸,布,メ1)ヤス類の染色加工試験及び指導

に関すること

織物,意匠,図案の研究調査及び指導に関すること

織維製品並びに副賓材の分析又は鑑定に関すること

絞維工業に関する各種の調査,質疑応答に関すること

若鮮箆=業に関する研究会,講満会叉は講習会の開催に関

すること

染織技術叉は技能の伝習に関すること

備付機嫌器具の利用,公開に関すること

湖東,湖南方面,関係工場巡回指導に関すること

織維工業に関する各種技術相談

織物,意匠,図案の研究調査及び指導に関すること

軽易な試験鑑定検定に関すること

本所との事務連絡に関すること

開放試験室に関すること

湖西方面関係工場巡回指導に関すること

乾推工業に関する各種技術相談

軽易な試験鑑定検定に関すること

本所との事務連絡に関すること
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敷　垂

建

5占

地　物

Ⅴ　-4　敷　地　　建　物

本 所

5,占54. 02m1

1, 076. 00lTP

物　理　試　験　室　　　　　　　　　　　72zn2

恒　温　恒　湿　窒　　　　　　　　　　　5占m2

化　学　試　験　室　　　　　　　　　　54m2

染　色　試　験　室　　　　　　　　　　　72山王

図　　　案　　　窒　　　　　　　　　　　18血2

開　放　　工　場

気　か　　ん　重

危険物貯　蔵庫

そ　　　の　　　他

能　登　川　支　所

備

理　学　色　準　の

験

勧　化　染　実　そ

高

墓　室　墓　室　他　島

物

事　　　務　　　室

生産技術指導室

品質管理指導室

計測管理指導室

そ　　　の　　　他

524Ⅱ2

20m2

1 :zrL:

468m2

1 05. 68m2

2　0. 25m'1

28. 55m2

22. 68汀P

20. 25Ⅱヂ

12. 15m2

支　　所

195. 78zn2

2 1, 96m2

77. 22血2

20. D O汀】2

28. 08m2

46. 52m2

Ⅴ　-5　主　要　設　備機　械

本 所

○　製　織　関　係

力織頼(棉,棉,タオJL,,ビロード)

伊大利式撚糸機

部分整経糊付機

チ-ズワインダー

○　染色仕上関係

竪型水管式ボイラー

ロール捺染機(手動)

高温高圧染色機

布　染　機

○　試験品質管理関係

張力記録装置

布破断強力試験機

フェードテスター

電子顕微鏡

保温性試験機
こヨ

ラウンダーテスタ_

染色摩擦堅牢度試験機

スクラブオメ_メ_

実体顕微鏡

ロ-ル捺染機(手動)

リーテスター

自動織機(綿用)

ストロボスコープ

リング撚糸機

自動織機(管　梓蓉)　　　輪具撚糸機

八丁式撚糸槻　　　　　　　ローラー糊付機

整　経　機

真空糸蒸装置

震　白　榛

高温高圧チーズ染色機

エンボンング機

Jレ-ムアナライザー

収縮度試験機

測色々差計

糸抱合力試験機

柔軟度試験機

光電分光々度計

自動管巻樺

ス之リーン凍染機

電気植毛機

噴射式杷染機

高温熱処理機

万能薪張力試験機

糸強伸度試験機

染色物摩擦堅牢度試験機

通気度試験機

ストロボスコープ

能　登　川　支　所

スコーチテスタ一　　　　　糸抱合力試験棟

糸浄仲度試験機　　　　　　サン70ル織機

ストロボスコープ　　　　　　乾　燥　機

高　島　　支　所

布強伸度試験機(500Kg剖0時)タイヤコード試験機( 50晦)

伊大利撚糸機　　　　　　　　チーズワインダ_

迅速水分計　　　　　　　　直示天秤

無芯管巻繊
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V-6　昭和41年度歳入歳出決算

歳　　入
単位円

科　　　　　　　　　　　　　目

目　　　　　　　　　節

--　　11　▼　- ･　-､一　一一･一lL-----　L一　･-I--I---　-------　-I--l-　--　　-一一-

掛】商　工　使　用　料.E繊維工業指導所j使　　用　　料】商　工　使

手　　数　　料　商　工　手　数　料=繊維工業指導所試験t
t__-　■__■rll一一一一▲一一一-I- -　　　-一一1--　----▲-　　　　-一　　　　　　　一- -一一･･･.･.I .----　　　　　　　　　　　　　　--`~~　~　　　　　　　　~~　｢　l

(慕)使用料および手数料
___-. _　-__一一一一一一一　-　　　　　一　一　　　　一　　　　　　--L-一一一一-一一一一一････　　　　　一1---一一一　　　　　　　　　　- `■~~■~~-▲~~-　~　　　1

財産売払収入　物品売払収入　斌維工業指導所…
_　　　_　_-　-I---　-　- ･-　　一一　　　　L　-　　　L---　- .　　LA H一　　一　-J L1　-　-　L　､ -　- ､　　　　-　■-`~■■■-~　L~~､-I ･.･.･.■｢

財産運用収入≡財産貸付収入j県　　公　　舎三
-　　　　_ _　-._∩.._.I_,_･.____　　　_･_-.　　　　　　　　　　1-　　　　　　　-----　　　　　　　　　~-⊥-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｢

(款)財産収入

決　　算　　額

5　6.5　7　D

5 1 7, 4 i 0

5　5　5.7　8　0

1, 9　4　0

5, 1 8　4

7. 1 2　4

歳　　出

決　　算　　額

エ　鉱　　業　費

工　鉱　業絵務費

繊維=業指導所費.

一

需　　用　　費i

職　員　　手　当3

9. 1 4　7.4　6　5

2　0, 0　0　0

9, 1 2　7.4　6.5

1 9 1; 7　5　0

賃　　　　　金;　　　67･800
-I- I---I- --- ~一･ ---LTI--.~　-A-~一･･･.･.･.･.･･.･.･.･.･.･.･.･.･- ~一一~-~Lt

#　　　#　　　#!　　　　5　0,0　0　0

旅　　　　　　　費

需　　　用　　費!
l●---　　　.-I-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~T-　　　　　　'J

…役　　務　　費'
-■■..-__. ,-　-_　.-._　-　1 ･-一一　-　L---･.-　一一一一------

…委　　託　　料喜_
L　【L～-　　　　_-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

…使用料および賃借料i
r　~t-I一一-~~-ー■　L--~T-ーtq

≡=　事　請　負　費1

.備　品　購　入　貴i

i甘Im-軒衝丁叫l　′　､　　　~1-　　　■`･.■~■･■`■　　　■ "J

L皐一一去_-廷___変_蛙_金

(款)商　工　費
一･一･一一･一--　　　　一一一･一一一一一一一一一･P　-.-一　　　　　一･-一一p一一一一~　~　~~J-J　　　　　■　l　　　　~　　~　~　　　■　■　　-rp.一　　　　　　　-- -r

絵　務　管　理　費　財　産　管　理　費;需　　用　　費1

(款)総　務　費

5　5　5,0　0　0

2,5　5　6, 1 2　8

5　7　7. 9　0　8

1 5,0　0　0

9, 9　4　0

4　2∴9　57

5,0　6 i.0　0　0

2　0.0 D 0

9. 1 4　7.4　6　5

5　n 0 0 0

=　事　請　負　費;　　　　　6　5,0　0　0
.ー　_,-.I__-- -_._.---ト･

i 1 5,0　0　0
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所　　　　　　　　長

庶　　務　　係　　長

指　　導　　係　　長

能萱川支所主任

高　島　支　所　主　任

庶　　　務　　　係

〝

〝

〟

指　　　導　　　係

〝

t I/

〝

′′

〝

〝

〟

能　登　川　支　所

〝

〟

高　島　支　所

′′

〝

T　-　7　　職

技術吏員兼事務吏員

事　　務　　吏　　員

技　　術　　吏　　貞

′′

〟

事　　務　　吏　　員

主　　　事　　　補

●　　用　　　務　　　員

汽　　か　　ん　　士

技　　術　　吏　　員

〝

/′

〝

′′

〟

技　　　師　　　補

指　　　導　　　員

技　　術　　吏　　員

〟

技　　　師　　　補

技　　術　　吏　　員

技　　　師　　　補

主　　　事　　　補

負

今　井　信　　次　　郎

織　　　田　　　憲

野　々　下　　　増

西　　　村　　　善　　　夫

尾　　　本　　　豊　　　次

竹　　　田　　　民　　　子

川　'酉　　章　　　則

斉　　藤　　重　　　雄

中　　　川　　　　　　郎

勝　　　木　　　嗣　　　治

/ト　　林　　　昌　　　幸

前　　川　　春　　次

中　　　川　　　　　　　哲

川　　　添　　　　　　　茂

大　　音　　　　　　真

福　　　永　　泰　　行

川　　　島　　　良　　　子

内　　藤　　　　　　静

鴨　　　貫　　　祐

木　　村　　　忠　　義

堀　　　井　　　利　　　男

鹿　　板　　書　　寿

馬　　　場　　　和　　　子
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